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はじめに 

磁性ナノ粒子からの高調波磁化信号を利用し，高感度・高分解能にイメージングする磁気粒子イメージン

グ（Magnetic particle imaging, MPI）が医療画像診断として注目されている 1)。本研究では、血中滞留の長い磁

性ナノ粒子の MPI画像を取得し、MPI信号強度と磁気モーメント分布の関係を評価した。 

実験方法・結果 

本研究では、血中滞留の長い粒子として 4 種のカルボキシメチル‐ジエチルアミノエチルデキストラン修

飾のマグへマイト粒子を用いた 2)。Fig. 1にそれぞれのサンプルを xy平面に走査したときのMPI画像を示す。

交流励起磁界振幅 3.5 mT (x 軸)、周波数 3 kHz、傾斜磁界 0.25 T/m (x 軸)、0.125 T/m (y 軸)であり、第三高調波

磁化信号を検出している 3)。 

Fig. 2 に直流 M-H 曲線から推定したそれぞれの粒子の磁気モーメントの分布を示す。CMEADM-033-02 は

磁気モーメントが大きい粒子を多く含んでいる。この大きい磁気モーメントの粒子が、Fig.1(d)に示す大きな

MPI信号に寄与していると考えられる。MPIでは高調波磁化信号を検出することから、磁気モーメントの大

きさとその分布が MPI信号の強度と強い相関があることが確認された。 
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Fig. 1 MPI images of (a) CMEADM-004, (b) CMEADM-023, 

(c) CMEADM-033, and (d) CMEADM-033-02. 

Fig. 2 Distributions of magnetic moments estimated 

from static M-H curves. 
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